
会
議
は
運
輸
協
議
会
千
葉
車

掌
分
科
長
の
司
会
で
開
会
し
、

仙
台
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
東
海
林

座
長
が
挨
拶
を
述
べ
た
。

続
い
て
地
本
大
沼
書
記
長
、

運
輸
協
議
会
庄
子
議
長
、
運
転

協
議
会
青
砥
副
議
長
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
挨
拶
を
受
け
た
。

更
に
は
国
労
東
日
本
本
部
乗

務
員
勤
務
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務

局
よ
り
、
山
根
法
対
部
長
、
加

茂
車
掌
分
科
全
国
連
絡
会
議
会

長
、
後
藤
東
日
本
運
転
協
議
会

事
務
長
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

問
題
提
起
を
行
い
、
全
体
討
論

に
入
っ
た
。

郡
山
運
輸
区

◆
ワ
ン
マ
ン
解
除
の
問
題
。
ワ

ン
マ
ン
解
除
日
が
年
１
８
０
日
、

５
４
０
３
行
路
が
２
０
０
日
以

上
解
除
日
。
ワ
ン
マ
ン
解
除
で

土
日
で
３
人
、
平
日
で
４
人
、

磐
越
東
線
の
快
速
が
あ
れ
ば
５

人
と
ら
れ
、
年
休
の
入
る
要
素

な
し
。
福
島
側
３
地
区
の
集
ま

り
で
は
、
５
４
０
３
行
路
は
月

17
日
程
度
あ
り
、
ほ
ぼ
休
日
労

働
（
以
下
休
勤
）
で
ま
わ
し
て

い
る
。
ワ
ン
マ
ン
行
路
を
基
本

行
路
に
し
、
見
直
し
を
図
っ
て

い
く
の
を
今
年
一
年
間
の
取
り

組
み
に
す
る
。

宮
城
野
運
輸
区

◆
最
終
と
始
発
ま
で
の
５
時
間

の
イ
ン
タ
ー
バ
ル
の
問
題
。
23

時
56
分
に
入
区
し
、
詰
め
所
到

着
は
０
時
10
分
。
風
呂
に
入
れ

ば
０
時
40
分
頃
に
な
る
。
翌
日

は
５
時
36
分
の
出
区
に
合
わ
せ

て
起
床
、
ま
た
仮
眠
も
直
ぐ
に

寝
付
け
る
訳
で
は
な
い
。
前
後

30
分
か
ら
１
時
間
は
欲
し
い
の

が
本
音
◆
東
塩
釜
と
石
巻
ま
で

の
行
路
の
基
本
パ
タ
ー
ン
。
例

え
ば
石
巻
２
回
行
っ
て
東
が
４

回
、
石
巻
３
回
乗
っ
て
東
２
回

な
ど
。

朝
８
時
台
に
は
東
だ

け
の
行
路
が
あ
り
、
明
け
番
時

の
行
路
が
特
に
堪
え
る
。
乗
務

距
離
的
に
は
東
塩
釜
ま
で
17
・

２
キ
ロ
だ
が
、
駅
も
15
、
石
巻

ま
で
は
50
・
２
キ
ロ
で
31
駅
。

２
キ
ロ
弱
で
次
の
駅
と
い
う
状

況
。
特
に
東
塩
釜
ま
で
は
駅
間

が
短
く
１
分
何
十
秒
で
、
放
送

や
ス
テ
ッ
プ
90
（
※
注
）
と
到

着
時
２
動
作
、
発
車
時
５
動
作

を
こ
な
す
と
残
り
時
間
は
僅
か
。

空
き
時
間
は
座
っ
て
も
良
い

と
言
わ
れ
る
が
、
そ
の
数
秒
間

に
座
る
人
は
お
ら
ず
、
立
ち
っ

ぱ
な
し
が
実
態
。
東
を
何
往
復

も
す
る
と
膝
が
ガ
ク
ガ
ク
に
。

（
※
注

ス
テ
ッ
プ
90
と
は
、

到
着
前
30
秒
、
到
着
時
30
秒
、

発
車
時
30
秒
状
態
注
視
の
こ
と
）

◆
食
事
時
間
。
短
い
も
の
は
昼

17
分
、
夕
方
23
分
な
ど
30
分
未

満
が
多
い
。
１
〜
２
行
路
改
善

に
な
っ
た
が
、
最
低
45
分
は
欲

し
い
。
例
え
ば
到
着
か
ら
発
車

ま
で
42
分
の
場
合
。
42
分
も
あ

る
と
会
社
は
言
う
が
、
機
器
整

備
等
と
徒
歩
で
５
分
、
発
車
の

９
分
前
に
出
な
く
て
は
な
ら
ず
、

14
分
は
仕
事
。
残
っ
た
時
間
が

食
事
時
間
。
落
ち
着
い
て
食
事

す
る
に
は
実
時
間
40
分
は
必
要

◆
組
異
動
・
行
路
に
関
し
て
は

統
計
を
し
っ
か
り
取
る
こ
と
が

必
要
。
予
備
運
用
を
公
平
に
さ

せ
る
取
組
み
も
。

仙
台
運
輸
区

◆
早
朝
出
勤
の
泊
ま
り
勤
務
は

24
時
間
の
拘
束
時
間
。
常
磐
線

原
ノ
町
で
は
２
時
間
の
待
ち
時

間
が
あ
る
。
長
日
勤
の
解
消
を

◆
小
牛
田
で
ポ
イ
ン
ト
通
過
制

限
35
㎞
を
76
㎞
で
通
過
し
た
事

象
。
仙
山
線
で
も
信
号
冒
進
。

踏
切
中
継
（
特
発
・
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）

の
意
味
を
理
解
し
て
い
な
い
者

も
。
５
〜
６
年
の
若
手
主
任
が

若
手
に
指
導
は
ど
う
な
の
か
。

山
形
運
輸
区

◆
米
坂
線
ワ
ン
マ
ン
は
学
生
の

乗
降
の
状
況
を
見
る
と
な
り
、

臨
時
を
運
行
、
来
年
の
ダ
イ
改

ま
で
様
子
を
見
る
と
な
っ
た
◆

奥
羽
で
は
踏
切
内
で
車
が
止
ま

り
列
車
と
衝
撃
。
特
発
が
見
づ

ら
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
現
在

は
乗
務
し
て
い
る
◆
日
勤
７
時

間
10
分
を
基
本
に
要
求
し
攻
防

を
続
け
て
き
た
。

郡
山
運
輸
区

◆
５
０
４
ダ
イ
ヤ
・
７
２
１
・

７
２
２
列
車
〜
ワ
ン
マ
ン

混

雑
し
（
１
２
０
〜
１
３
０
％
）

３
〜
５
分
遅
れ
で
運
転
。
増
結

し
車
掌
を
乗
せ
ろ
と
要
求
。
会

社
は
「
予
備
の
車
が
な
い
」
を

理
由
に
改
善
し
な
い
◆
交
番
発

表
時
で
十
数
名
が
休
勤
の
指
定
。

毎
月
当
直
が
「
何
日
休
勤
可
能

か
？
」
と
張
り
付
い
て
い
る
状

況
。
車
掌
は
運
転
士
の
倍
の
休

勤
が
あ
る
。

小
牛
田
運
輸
区

◆
ワ
ン
マ
ン
一
行
路
増
。
理
由

は
車
掌
の
早
朝
出
勤
解
消
と
会

社
。
一
行
路
解
消
は
事
実
。
た

だ
運
転
士
か
ら
す
れ
ば
微
妙
◆

古
川
か
ら
小
牛
田
ま
で
45
秒
短

縮
さ
れ
た
ダ
イ
ヤ
。
運
転
士
は

ギ
リ
ギ
リ
目
一
杯
の
運
転
で
乗

客
は
乗
り
心
地
悪
く
メ
リ
ッ
ト

な
し
◆
Ｄ
Ｃ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で

月
88
回
の
休
勤
。
臨
時
列
車
が

多
す
ぎ
る
。
DC
免
許
資
格
者
は

土
日
に
年
休
は
入
ら
な
い
◆
仙

台
運
輸
区
で
は
女
性
車
掌
が

「
ス
ト
ー
カ
ー
」
被
害
に
遭
い

２
名
が
精
神
的
に
参
っ
て
先
月

か
ら
休
ん
で
い
る
と
聞
く
。
こ

う
し
た
事
情
の
改
善
・
対
策
も

必
要
◆
DL
・
DC
課
程
卒
業
者
に

対
し
、
DL
見
習
い
を
さ
せ
て
い

な
い
問
題
。
本
部
か
ら
も
要
請

を
。

新
庄
運
転
区

◆
山
形
運
輸
区
車
掌
は
米
坂
線

ワ
ン
マ
ン
で
臨
時
の
た
め
車
掌

の
休
勤
が
多
い
。
新
庄
は
み
の

り
の
運
行
〜
休
勤
が
多
発
。
ワ

ン
マ
ン
の
運
行
が
８
割
超
。
本

数
が
少
な
い
分
拘
束
時
間
も
長

い
。

第２５５４号 国 労 仙 台 ２００９年６月２０日

団結 抵抗 統一

Ｎo .2554
2009年6月20日
発行責任者橋本昭二

編集責任者武田昌仙

５
・
29

団
交
（
申
23
号
・
マ
ル
タ
イ
事
故
）

５
・
31

業
長
・
安
プ
ロ
合
同
会
議

６
・
10

簡
易
苦
情
処
理
会
議
（
押
切
氏
）

６
・
11

第
９
回
執
行
委
員
会

６
・
11

東
北
貨
物
夏
季
手
当
要
請
行
動

６
・
13

婦
人
部
常
任
委
員
会

６
・
15

第
１
回
選
挙
管
理
委
員
会

６
・
18

団
交
（
申
25
号
・
安
全
問
題
）

6月11日、国労東北協議会（橋本議
長、齋藤事務局長、岩井東北貨物協
議会議長）は、貨物東北支社に対し
て、夏季手当
の要求3.0ヶ月
分満額支払い
を求め、東北
協申第４号と、
組合員一人ひとりが切実
な思いを込めた寄せ書き等を持参し
要請行動を行った。席上で組合側は
「団体交渉で厳しさを強調、社員に
更なる奮起を求めているが、そのた
めには社員と家族の切実な要求に応
えやる気を起こさせることが必要。

厳しいから我慢をと言うのであれば、
７期連続黒字決算時にも社員の切実
な声に応えて来なかった」と指摘。

更に10年連続ベアゼ
ロで手当も低額で生
活が追い詰められ、
夏季手当が生活給に
なっている実態を訴

え、さらにはJRカードの廃止で追
い打ちをかけられ、新幹線にも乗れ
ないという、切実な声も伝え、支払
いが可能な状況であることから、意
欲の出る回答を求めた。 東北支社
は、厳しい現状を話したが、「皆さ
んの声は本社に伝える」と応えた。

６
月
８
日
、
仙
台
地
方
運
輸
協
議
会
と
運
転
協
議
会
は
、
乗

務
員
勤
務
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
を
こ
く
ろ
う
会
館
に
お
い
て
開

催
し
た
。
こ
の
会
議
は
、
国
労
東
日
本
本
部
に
06
年
３
月
16
日

発
足
し
、
以
来
全
体
会
議
や
事
務
局
会
議
を
重
ね
、
ま
た
各
地

方
に
お
い
て
も
学
習
会
な
ど
を
開
催
し
て
き
て
い
る
。



５
月
24
日
、
仙
台
市
内
サ
ン

ル
ー
ト
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
宮

城
県
支
部
主
催
の
エ
ル
ダ
ー
社

員
激
励
集
会
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
集
会
は
、
エ
ル
ダ
ー
制
度

や
再
雇
用
制
度
で
定
年
退
職
後

に
勤
め
て
い
る
方
の
労
働
実
態

と
問
題
点
の
掌
握
と
、
そ
の
改

善
に
向
け
た
取
組
み
の
一
つ
と

し
て
行
わ
れ
た
も
の
。

集
会
は
、
八
巻
副
委
員
長
の

挨
拶
で
開
会
し
、
主
催
者
を
代

表
し
て
秋
山
委
員
長
が
挨
拶
を

述
べ
た
。
ま
た
来
賓
と
し
て
地

本
中
島
副
委
員
長
と
全
交
運
共

済
仙
台
事
業
部
の
伊
賀
所
長
か

ら
も
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
を
受
け
た
。

そ
の
後
、
２
名
の
方
か
ら
定

年
後
の
職
場
の
実
態
報
告
が
行

わ
れ
た
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
関
連
会
社
で
働

く
Ａ
さ
ん

◆
昨
年
９
月
に
退
職
、
10
月
か

ら
エ
ル
ダ
ー
。
７
年
間
出
向
し

そ
の
ま
ま
同
じ
職
場
で
エ
ル
ダ
ー

◆
勤
務
は
機
械
的
に
組
ま
れ
、

休
日
希
望
日
に
マ
ル
印
を
つ
け

て
提
出
す
る
と
ほ
ぼ
入
る
が
、

年
休
は
な
か
な
か
入
ら
な
い
。

◆
携
帯
を
全
員
に
渡
さ
れ
、
他

の
人
は
休
日
も
持
ち
帰
っ
て
い

る
が
、
自
分
は
職
場
に
置
く
。

パ
ソ
コ
ン
が
各
個
人
に
貸
与
さ

れ
自
分
で
勤
務
や
超
勤
を
入
力
。

超
勤
は
全
て
支
払
わ
れ
る
が
、

1
ヶ
月
の
超
勤
が
45
時
間
を
超

え
る
と
理
由
を
聞
か
れ
る
◆
大

変
な
の
は
賃
金
。
労
働
条
件
は

変
わ
ら
な
い
の
に
、
55
歳
で
10

％
減
、
57
歳
で
20
％
減
、
60
歳

で
50
〜
60
％
の
賃
金
。
エ
ル
ダ
ー

社
員
は
15
万
５
千
円
。
そ
こ
か

ら
所
得
税
等
を
引
か
れ
る
と
、

毎
月
10
万
円
を
切
る
◆
要
求
は
、

55
歳
と
57
歳
の
賃
金
カ
ッ
ト
を

無
く
し
、
60
歳
〜
65
歳
ま
で
安

心
し
て
働
け
る
条
件
を
確
立
し

て
ほ
し
い
。
エ
ル
ダ
ー
と
し
て
、

頑
張
る
。

Ｊ
Ｒ
貨
物
で
嘱
託
社
員
と
し

て
働
く
Ｂ
さ
ん

◆
60
歳
を
超
え
て
の
再
雇
用
は
、

現
在
の
職
場
で
嘱
託
と
、
出
向

先
で
継
続
の
２
つ
。
嘱
託
制
度

で
は
、
希
望
す
れ
ば
現
在
の
職

場
で
仕
事
が
で
き
る
。
ま
た
貨

物
は
、
職
場
が
丸
ご
と
外
注
化

と
い
う
所
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、

出
向
で
働
い
て
い
る
人
は
そ
の

ま
ま
出
向
を
継
続
、
と
い
う
状

況
が
続
い
て
い
る
◆
嘱
託
で
は

休
日
は
月
２
日
増
加
で
年
間
24

日
の
特
休
増
。
し
か
し
基
本
給

13
万
円
で
新
採
よ
り
低
い
。
出

向
先
で
継
続
の
人
は
、
出
向
先

の
労
働
条
件
で
働
き
、
出
向
時

代
か
ら
社
員
と
労
働
条
件
が
違

う
。
ま
た
嘱
託
勤
務
と
出
向
継

続
で
は
休
日
数
に
格
差
◆
旅
客

か
ら
、
貨
物
関
連
の
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ク
ス
に
出
さ
れ
て
い
る
が
、
貨

物
の
中
で
も
格
差
が
あ
る
の
に
、

旅
客
か
ら
出
さ
れ
た
人
は
旅
客

の
社
員
と
更
に
格
差
。
組
合
員

の
受
け
入
れ
態
勢
、
連
絡
体
制

が
取
れ
て
い
な
い
。

仙
総
所
か
ら
貨
物
関
連
へ
エ

ル
ダ
ー
先
を
提
示
さ
れ
た
Ｃ

さ
ん

◆
昨
年
11
月
に
、
貨
物
の
関
連

会
社
を
提
示
さ
れ
、
総
務
科
長

か
ら
「
今
ま
で
誰
も
行
っ
て
お

ら
ず
、
今
回
あ
な
た
一
人
だ
け
」

と
言
わ
れ
、
ま
た
そ
の
会
社
が

私
を
選
ん
だ
と
告
げ
ら
れ
、
理

由
は
ガ
ス
溶
接
と
フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
運
転
の
資
格
有
。
し
か
し
、

工
場
労
働
者
は
殆
ど
持
っ
て
お

り
、
そ
の
中
か
ら
私
を
選
ん
だ

こ
と
に
な
る
◆
幹
総
で
国
労
組

合
員
３
人
退
職
す
る
が
３
人
と

も
希
望
が
か
な
っ
て
い
な
い
。

他
労
組
組
合
員
は
殆
ど
希
望
通

り
◆
問
題
の
１
つ
は
、
本
社
本

部
間
の
団
交
で
「
家
族
に
病
弱

者
や
介
護
を
す
る
必
要
の
あ
る

人
が
い
る
場
合
、
支
社
が
窓
口

に
な
っ
て
交
渉
を
し
、
調
整
も

当
然
有
り
う
る
。
門
前
払
い
は

し
な
い
」
と
い
う
議
事
録
が
あ

る
が
、
平
成
７
年
度
の
自
己
申

告
書
か
ら
家
族
の
状
況
に
つ
い

て
報
告
し
、
個
人
面
談
で
も
話

を
し
た
。
昨
年
８
月
に
妻
の
母

が
、
昨
年
12
月
に
は
私
の
母
が

亡
く
な
っ
た
。
一
昨
年
の
11
月

か
ら
昨
年
１
０
月
ま
で
の
間
に
、

77
日
間
盛
岡
に
帰
っ
て
お
り
、

本
部
本
社
間
の
交
渉
と
違
う
と

言
っ
た
が
、
支
社
の
担
当
者
は

こ
の
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
な
か
っ

た
。
「
調
整
有
る
」
と
明
記
し

て
あ
る
が
、
私
の
場
合
は
「
調

整
は
一
切
無
い
」
と
話
し
て
い

た
◆
２
つ
目
は
、
再
雇
用
の
問

題
に
つ
い
て
は
公
平
公
正
な
人

事
労
務
管
理
に
な
っ
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
。
こ
の
２
点
を
各

級
機
関
に
要
請
し
、
や
っ
と
今

月
28
日
に
地
本
で
交
渉
。
東
日

本
で
も
、
今
要
求
を
ま
と
め
て

い
る
状
況
。
私
は
６
月
が
誕
生

日
で
７
月
１
日
か
ら
行
か
ね
ば

な
ら
ず
、
間
に
合
わ
な
い
と
思

う
。
今
後
の
方
々
に
続
く
運
動

を
残
し
た
い
。
新
た
な
職
場
に

行
っ
て
も
運
動
は
続
け
る
◆
提

示
さ
れ
た
会
社
は
全
く
知
ら
な

い
の
で
「
資
料
を
出
し
て
欲
し

い
」
「
見
学
さ
せ
て
ほ
し
い
」

と
言
っ
た
が
実
現
し
て
い
な
い
。

◆
退
職
記
念
乗
車
券
の
扱
い
で

会
社
が
間
違
い
。
総
務
科
は

「
退
職
の
辞
令
後
使
用
可
能
」
。

し
か
し
、
あ
る
人
か
ら
「
退
職

月
か
ら
使
用
可
能
」
と
言
わ
れ
、

再
度
、
総
務
科
に
聞
く
と
「
そ

ん
な
こ
と
は
な
い
」
。
雇
用
対

策
室
に
聞
い
て
も
「
辞
令
を
受

け
取
っ
て
か
ら
」
。
幹
総
内
の

出
向
者
は
３
日
連
続
で
休
み
取

る
の
は
大
変
。
出
向
に
行
く
と
、

年
休
取
れ
ず
「
年
休
を
持
っ
て

来
る
な
」
と
言
わ
れ
た
人
も
。

退
職
記
念
乗
車
券
は
１
週
間
で

区
切
り
が
無
い
。
１
日
取
れ
ば

そ
れ
で
終
わ
り
。
再
度
、
雇
用

対
策
室
に
言
っ
て
調
べ
た
ら
、

間
違
い
と
分
か
っ
た
。
職
場
も

雇
用
対
策
室
も
知
ら
な
い
。
一

つ
ひ
と
つ
確
か
め
て
や
っ
て
い

か
な
い
と
ダ
メ
。

東
北
総
合
サ
ー
ビ
ス
で
エ
ル

ダ
ー
社
員
の
Ｄ
さ
ん

◆
エ
ル
ダ
ー
に
な
っ
て
賃
金
下

が
っ
た
。
同
僚
は
Ｊ
Ｒ
社
員
で

あ
り
、
仕
事
は
何
も
変
わ
ら
ず

責
任
も
同
じ
。
た
だ
賃
金
は
圧

倒
的
に
違
う
。
基
本
は
、
同
一

労
働
同
一
賃
金
。
エ
ル
ダ
ー
は

福
利
厚
生
も
下
が
る
。
諸
手
当

も
無
い
。
エ
ル
ダ
ー
と
い
え
Ｊ

Ｒ
社
員
。
同
じ
条
件
で
。

貨
物
関
連
に
エ
ル
ダ
ー
提
示

さ
れ
た
Ｅ
さ
ん

◆
雇
用
契
約
の
中
に
、
エ
ル
ダ
ー

先
の
事
業
が
立
ち
行
か
な
く
な
っ

た
場
合
に
は
、
そ
の
後
の
斡
旋

は
一
切
無
い
と
い
う
項
目
が
あ

る
。

Ｊ
テ
ッ
ク
で
エ
ル
ダ
ー
社
員

の
Ｆ
さ
ん

◆
今
月
、
線
区
管
理
に
配
置
さ

れ
、
４
人
で
ま
わ
し
て
い
る
。

出
勤
す
る
と
す
ぐ
に
車
で
出
発
、

社
員
間
の
話
し
を
す
る
時
間
が

無
い
。
現
場
は
休
む
所
が
無
い
。

大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

の
駐
車
場
で
休
憩
を
取
る
が
、

保
安
員
が
見
回
り
に
。
組
合
員

と
交
流
を
し
て
い
き
た
い
。

貨
物
関
連
で
エ
ル
ダ
ー
社
員

の
Ｇ
さ
ん

◆
第
二
の
職
場
だ
か
ら
低
賃
金

で
も
仕
事
も
そ
こ
そ
こ
と
思
っ

て
い
た
が
、
大
間
違
い
。
子
供

や
孫
に
対
し
て
底
上
げ
で
き
れ

ば
と
思
っ
て
い
る
。
改
善
で
き

た
の
は
、
雨
具
を
掛
け
る
所
。

支
店
長
か
ら
「
Ｊ
Ｒ
東
に
帰
れ
」

と
言
わ
れ
て
い
る
。
職
場
の
人

た
ち
と
一
緒
に
、
少
し
で
も
良

く
な
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
。

５
月
31
日
、
松
島
町
「
パ
レ

ス
松
洲
」
に
お
い
て
、
今
年
度

の
「
福
祉
問
題
学
習
会
」
お
よ

び
慰
労
会
が
開
催
さ
れ
た
。
学

習
会
へ
は
12
名
の
組
合
員
と
６

名
の
役
・
職
員
が
参
加
し
、
Ｊ

Ｒ
東
日
本
、
貨
物
各
社
に
お
け

る
シ
ニ
ア
に
関
す
る
諸
制
度
、

再
雇
用
制
度
、
ア
ス
ベ
ス
ト
問

題
、
交
運
共
済
、
退
職
者
の
会

加
入
の
取
扱
な
ど
に
つ
い
て
そ

れ
ぞ
れ
の
担
当
か
ら
の
説
明
や

報
告
が
行
わ
れ
、
理
解
を
深
め

合
っ
た
。

主
催
者
を
代
表
し
橋
本
委
員

長
は
、
マ
ル
生
闘
争
や
ス
ト
権

ス
ト
、
国
鉄
「
分
割
・
民
営
化
」

な
ど
40
年
に
及
ぶ
闘
い
の
歴
史

に
触
れ
な
が
ら
、
参
加
さ
れ
た

諸
先
輩
方
に
対
し
感
謝
と
御
礼

を
述
べ
た
。
ま
た
、
「
諸
先
輩

が
築
き
上
げ
て
き
た
国
労
組
織

と
運
動
を
次
の
世
代
に
引
き
継

い
で
い
く
こ
と
が
私
た
ち
の
任

務
で
あ
る
」
と
の
決
意
を
述
べ
、

引
き
続
き
ご
指
導
と
運
動
へ
の

協
力
を
要
請
し
た
。

先
輩
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
年

金
受
給
条
件
44
年
特
例
措
置
、

標
準
報
酬
額
の
算
定
根
拠
に
対

す
る
質
問
や
、
減
額
受
給
の
取

扱
に
つ
い
て
も
周
知
す
べ
き
、

東
日
本
の
エ
ル
ダ
ー
制
度
に
対

す
る
改
善
要
求
の
意
見
や
提
起

も
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
に
対
す
る

地
方
本
部
か
ら
の
答
弁
や
参
加

し
て
い
た
組
合
員
か
ら
の
ア
ド

バ
イ
ス
な
ど
も
あ
り
、
有
意
義

な
学
習
・
交
流
と
な
っ
た
。

慰
労
会
に
移
っ
て
か
ら
は
、

同
期
入
社
の
顔
ぶ
れ
が
そ
ろ
う

中
で
何
年
ぶ
り
か
の
再
会
を
喜

び
合
い
、
昔
話
に
花
を
咲
か
せ

た
。
最
後
に
一
人
ひ
と
り
か
ら

の
あ
い
さ
つ
と
し
て
、
「
国
労

組
合
員
で
よ
か
っ
た
」
「
こ
れ

か
ら
も
仲
間
を
大
事
に
し
て
い

く
」
な
ど
、
そ
の
内
容
は
職
場

に
残
る
後
輩
た
ち
に
勇
気
と
希

望
を
与
え
る
も
の
だ
っ
た
。
国

労
の
抱
え
る
課
題
は
山
積
し
て

い
る
が
、
粘
り
強
く
闘
っ
て
い

く
こ
と
を
全
体
で
確
認
し
散
会

し
た
。

第２５５４号 国 労 仙 台 ２００９年６月２０日

団結 抵抗 統一

退
職
の
お
知
ら
せ

５
月
18
日

後
藤

健
さ
ん

小
牛
田
駅
連
合
分
会

５
月
31
日

白
鳥

悟
さ
ん

武
山

健
悦
さ
ん

小
牛
田
駅
連
合
分
会

春
日
部
栄
一
さ
ん

若
松
地
区
分
会

（
駅
）

笠
井

久
雄
さ
ん

米
沢
連
合
分
会

（
信
通
）

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た


